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第 1746 回 例会 6 月 10 日（月） 

 

◇点  鐘   

◇ソ ン グ  “奉仕の理想” 

◇ゲスト並びにビジターの紹介 

幹事ゲスト：有限会社荒木商会 

    代表取締役 荒木 信幸 さま 

◇会長挨拶並びに報告 

 皆さんこんにちは。今日は例会場での会合は最後です。

後は最終夜間例会のみです。幹事ゲストとして荒木信幸

さんをお迎えでき、大変良かったです。例会の雰囲気を

感じ取っていただけたらと思います。今日は雨が降り、

駐車場も工事中ということで、出席者が少ないかと心配

しておりましたが、多数出席頂きありがとうございます。 

 本日の挨拶は、丹羽宇一郎という伊藤忠商事の社長で、

中国大使をされていた方の、「人間の本性」という本で、

二つほど参考になる文を紹介します。ひとつは、「ままな

らない人生」という文章です。人生にはままならないこ

とが多いですが、どんな立場の人生でも必ず人というの

は他の人とかかわるもので、一人では生きていけません。

それを考えると、相手がいるので思い通りに物事を進め

るのは難しい。なのでままならないのです。様々な人と

の共同作業によって仕事や人生が成り立っていると思い、

感謝の気持ちを持ち続けてほしいということです。思い

通りにならないので人生は面白く生きがいを感じるので

はないでしょうか。もうひとつは「最後」という言葉で

す。最後の晩餐は何にするかという質問で、ほとんどの

人はいつも食べている白いご飯に漬物、味噌汁というも

のを望んでいます。最後だからといって豪勢なものを食

べたいという方は余りいなかったそうです。これまでの

人生を振り返って一番心に残っているものは、母親が作

ってくれた味噌汁や、毎日食べているほかほかのご飯が、

印象に残っているそうです。また、人生の最後の一日に

何をするかという質問で、丹羽さんは、普段と変わらぬ

一日を望むそうです。それが大変貴重でかけがえのない

ものだということを忘れないで下さい。 

◇ニコニコBOX報告 

幸塚会長：私の年度はこの会場で今回が最後となります。

皆さん本当にご支援ありがとうございました。ま

た、原さんも一生懸命フォローしていただきあり

がとうございました。 

荻布幹事：何とか今日までたどり着くことができました。

これもひとえに皆様のお陰です。ありがとうござ

いました。来週の最終夜間例会、皆様のご出席を

お願いします。 

勝山 功君：遅刻しました。6月 8日孫（勝山友翔）が

市民体育大会にて走り幅跳び、リレー、男子総合

で優勝し、100mで3位でした。 

八塚昌俊君：年度終わりまで約三週間ありますが、来週

は最終夜間例会ですので、少し早いですが、会長・

幹事、各理事役員の方々、本当にご苦労様でした。

また、次期会長幹事、理事役員の皆さん、これか

ら始まる年度を頑張って下さい。 

宮田義弘君：幹事ゲスト、荒木様をお迎えして 

上田正宙君：6月15日、舞妓はん遊び本日ファイナルア

ンサーです。よろしくお願いします。 

【今年度ニコBOX累計額 526,500円】 

◇幹事報告 

１） 配布：①ガバナー月信NO.12 

   ②会報NO.36 

２） 回覧：①6月17日(月)最終夜間例会の出欠確認表 

◇本日のプログラム（担当：会長・幹事） 

「後期報告」 

＊後期活動報告 理事・役員 11名 

＊7月1日の会員数；正会員40名 名誉会員1名 

◇出席報告  出席者 25名 メイクアップ済 0名 

名誉会員 会員数 本日の出席率 
5/27 例会 

修正出席率 

1名 39名 78.13 ％ 84.38 ％ 


